


























 研究 1 では，視覚刺激の知覚時間に対する前後刺激 (視覚刺激) の影響と，
知覚的群化の規則である時間的近接性の効果について検討した。その結果，
ターゲットと前後刺激の刺激間間隔 (Inter-Stimulus Interval: ISI) が 0 ms の
条件では，ターゲットのみが提示される条件より，知覚時間が短縮するとい
う新たな現象を発見した (前後刺激による時間短縮効果)。しかし，ISI が 17 
ms 以上になると，前後刺激による時間短縮効果は生起しなかった。研究 2
では，前後刺激による時間短縮効果の頑健性を確認することを目的とした。






















 研究 5 では，前後刺激による時間短縮効果が多感覚的事態でも生起する
かどうか検討した。課題無関連な聴覚刺激をターゲットである視覚刺激の
前後に提示して，研究 1 とほぼ同様の研究を行った結果，ISI 0 ms 条件と
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その結果，ターゲットと前後刺激の刺激間時間間隔が 0 ms の場合，ターゲットのみが提示され
るよりも，知覚時間が短縮するという新たな現象が発見された。しかし，刺激間時間間隔が 17 ms
以上になるとこの効果は生起せず、時間的近接性が必要であることが示された。 
第 3章では，前後刺激による時間短縮効果が，知覚的群化の規則である空間的近接性に影響さ
れるかどうか検討した。その結果，この効果はターゲットと前後刺激が同位置に提示された場合
のみ生じ，それらの刺激が異なる位置に提示された時には生起しなかった。よって，前後刺激に
よる時間短縮効果が生起するには，空間的近接性も必要であることが示された。 
第 4章では，知覚的群化の規則である形態的類似性が前後刺激による時間短縮効果に及ぼす影
響を検討した。その結果，前後刺激による時間短縮効果量は形態的類似性の条件によって異なっ
ていた。よって，この効果はターゲットと前後刺激の形態的特性に調整されることが示された。 
第 5章では，前後刺激による時間短縮効果が視聴覚刺激の間でも生起するかどうか検討した。
ターゲットである視覚刺激の前後に聴覚刺激を提示して検討した結果，刺激間時間間隔が短い場
合には短縮効果が､長い場合には伸長効果が生起した。さらに，視覚刺激と聴覚刺激が知覚的に
群化されないような条件では，知覚時間の変化は見られなかった。よって，視聴覚刺激による知
覚的時間の変化も，視覚刺激と聴覚刺激間で生じる知覚的群化に基づくことが示唆された。 
 第 6章では，既存の時間知覚のモデルから本研究の結果が考察された。その結果，本研究で見
出された現象は､内的時計（ペースメーカー，スイッチ，アキュムレーター）を仮定するモ
デルや､神経活動の読み取り量を仮定するモデルのいずれでも説明がつかないことが明ら
かにされた。 
以上の研究知見は、従来のモデルに､感覚内および感覚間における知覚的群化の作用も含めた
新しいモデルを構築する必要性を示唆し、知覚心理学や多感覚相互作用の研究分野の発展に大き
く貢献するものである。よって、本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資
格を有するものと認められる。 
 
